
２
０
２
３
年
Ｊ
Ａ
Ｆ

全
日
本
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
第
7
戦

ス
ー
パ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル

in
今
庄

【
練
習
日
】

日　
時

9
月
2
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

場　
所　
オ
ー
ト
パ
ー
ク
今
庄

入
場
料

５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

【
決
勝
日
】

日　
時

9
月
3
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜

場　
所　
オ
ー
ト
パ
ー
ク
今
庄

入
場
料

１
，５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
証
割
引
あ
り

前
売
券

１
，２
０
０
円

（
9
月
3
日
決
勝
日
の
み
有
効
）

・
今
庄
駅
観
光
案
内
所

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

  

今
庄
店
・
南
条
店

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

  

南
越
前
町
店
・
越
前
吉
野
店

  

に
て
販
売

■
問
合
せ

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
加
盟
団
体

　
株
式
会
社
ゼ
ス
ト

　
℡
０
５
６
６-

83-

０
０
３
０

街
道
浪
漫

今
庄
宿
２
０
２
３

日
時

９
月
17
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

北
国
街
道
今
庄
宿
・

Ｊ
Ｒ
今
庄
駅
前
周
辺

　
　
　
※
町
道
今
庄
中
央
線
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

今
庄
駅
周
辺
の
一
部
が
車
両
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
。ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容

模
擬
店
の
出
店
、ミ
ニ
北
陸
新
幹

線
乗
車
体
験
、人
力
車
・
町
駕
籠

乗
車
体
験
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

会
場
内
展
示
な
ど

■
問
合
せ

　
街
道
浪
漫
今
庄
宿
２
０
２
３

　
実
行
委
員
会　

　
℡
０
７
７
８-

45-

０
０
７
４

　
　
（
今
庄
観
光
協
会
）

　旧日本海軍の特務艦「関東」は、大正13年（1924年）12月10日、京都
府舞鶴軍港への兵員・物資の輸送の命を受け山口県徳山港を出港し
ました。艦は瀬戸内海から関門海峡を抜け日本海に入ると暴風雪の
中、海上一面の猛吹雪と山となす怒濤に翻弄され進路を見失い若狭湾
を突き進み、12月12日早朝、福井県旧河野村糠浦海岸で座礁しました。
　海軍中佐 鳥野艦長以下将兵207名は、一糸乱れず万策を尽くしましたが、森下中佐以下97名が荒れ狂う日本
海に散り壮絶な殉職をとげられました。この難を知った糠浦区民は現場に駆けつけ危険を顧みず救助活動に挺
身し、特に糠浦の婦人の活動はめざましく、陸岸に漂着した凍死寸前の将兵をすくい上げ、母性愛に燃え肌身
をもって恥じらいも忘れ、自らの体温で30余名の将兵の魂を蘇えらせました。この救助活動は糠浦婦人をはじ
め近郷方々の人肌救助美談として当時全国に賞賛され今も語り継がれています。
　南越前町では、本年（2023年）が、遭難から百年目の年にあたることから殉難者97名の御霊を鎮め、この記憶
を後世に語り継ぐため特務艦「関東」遭難百年追悼事業を実施します。

この記憶を後世に伝える……この記憶を後世に伝える……

特務艦「関東」遭難百年追悼事業特務艦「関東」遭難百年追悼事業

日　時　9月9日（土）　午前9時20分から
会　場　特務艦「関東」遭難慰霊碑公園（南越前町糠）

遭難百年追悼式

講談師　宝井　琴桜 氏
日　時　11月12日（日）午後2時開演（午後1時開場）
会　場　南越前文化会館　大ホール
　　　　（入場無料 ※当日先着で500名入場可能） ■問合せ　総務課　☎0778-47-3000

講談会

時　期　10月予定
頒　布　町内小学校高学年および中学生
販　売　購入希望者に販売

そして、12月12日
　　　特務艦「関東」遭難の日
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